
   
平成２５年度 北陸ＩＣＴ戦略セミナー 

       
 

日  時：平成 25 年 12 月 6 日（金）13:00～15:40 

場 所：新潟日報社メディアシップ 2 階 日報ホール 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

（第一部） 13:00～14:35            （司会：北陸地方整備局 施工企画課長） 

 ２ セミナー（主催 北陸ＩＣＴ戦略推進委員会）           

（１） 挨  拶   

      北陸ＩＣＴ戦略推進委員会 委員長  木村 邦久 

    

（２）情報化施工の動向について［北陸地方整備局］・・・・・・・・・資料－１ 

 北陸ＩＣＴ戦略推進委員会 副委員長  岡村 幸弘 

 

（３）情報化施工技術について［（一社）日本建設機械施工協会］・・・ 資料－２ 

     施工技術総合研究所 研究第三部 研究課長 藤島 崇  

 

（４）情報化施工の実例について 

① 揚川改良 津川地区舗装工事・・・・・・・・・・・・・・・・資料－３ 

(株)加賀田組  稲部 宗宏  

 

② 熊森右岸築堤工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料－４ 

(株)廣瀬 野村 和也 

 

（休憩） 14:30～ 14:35  

  

(第二部) 14:35～15:40    （司会：（一社）日本建設機械施工協会 北陸支部 事務局長） 

３ 特別講演（主催（一社）日本建設機械施工協会 北陸支部） 

（１） 挨   拶   

（一社）日本建設機械施工協会 北陸支部長  丸山 暉彦 

 

（２）最近の国土交通行政について   

     日本大学 客員教授 （前 国土交通事務次官） 佐藤 直良 

 

４ 閉  会 



最近の情報化施工の動向

北陸ICT戦略推進委員会

副委員長 岡村 幸弘

情報化施工の動向について

資料－１
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○建設ＩＣＴは、調査、設計、施工、管理の電子情報（３次元設計データ）のスムーズな流通に

より、ライフサイクルコスト削減やミス防止を実現

○情報化施工は、施工に着目して品質と生産性の確保を図る、建設施工のイノベーション。

工事の生産性は、戦前の人力から戦後の機械化で飛躍的に向上。そして今後の情報化へ

CALS/EC

建設ＩＣＴと情報化施工

建設ＩＣＴ

情報化施工

ＣＩＭ Construction Information Modeling

Continuous Acquisition  and  Life-cycle
Support / Electronic Commerce

・契約情報
・企業情報

継続的な調達とライフサイクル支援
／電子商取引

Information and Communications Technology



全産業・製造業に比べ建設業の労働時間が長い

【年間総労働時間の推移】 【年間賃金総支給額の推移】
出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査（事業規模３０人以上の調査）」
（注）グラフ数値は、年平均月間値を１２倍した数値を使用。

出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査（１０人以上の常用労働者を雇用する
宇事業所）」

（注）年間賃金総支給額＝きまって支給する現金給与額×１２＋年間賞与その
他特別給与額＝調査基準月に支給された現金給与額（所得税、社会保険料等
を控除する前の額）で基本給、職務手当、精皆手当、通勤手当、家族手当、超過
勤務手当を含む。

全産業 1.15倍

製造業 1.06倍

建設業の年間総労働時間

建設業の年間賃金

全産業 0.75倍

製造業 0.88倍

全産業・製造業に比べ建設業の賃金が低い

建設業を取り巻く環境（低い労働生産性）
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出所：総務省「労働力調査」

建設業就業者の労働力構成（高齢・若年者）の構成の推移

33%

12%

建設業を取り巻く環境（少子高齢化・熟練者不足）

3人に1人（33%）が55歳以上、8人に1人（12%）が29歳以下
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従 来 排土板を操作 

（熟練技術が必要） 

情報化施工 

排土板を測定 

 

丁張り設置
補助員

（施工後のチェック）

目視で確認

情報化施工のイメージ(３次元ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ)

機械化施工にICTや制御技術、測量技術を融合した「建設施工革命」
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効果：①監督・検査の合理化 ②帳票作成の省力化 ③計測データの保存性向上等

情報化施工のイメージ（TS出来型管理)
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ＴＳ出来形（土工）

〇平成21年度と24年度の一般化推進技術の活用率を比較した結果、
・TS出来形は、全国、北陸ともに55ﾎﾟｲﾝﾄ以上の増加
・MC(モータグレーダ)は、全国、北陸ともに30ﾎﾟｲﾝﾄ以上の増加

※北陸集計はH25年3月末現在。全国集計はH24年11月末現在

ＭＣ技術（モータグレーダ）

一般化推進技術の活用状況
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新たな「情報化施工推進戦略」(平成25年3月29日)

５つの重点目標と１０の取り組み

②新たに普及を推進する技術・工種の拡大に関する重点目標

①情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標

③情報化施工の普及の拡大に関する重点目標

⑤情報化施工に関する教育・教習の充実に関する重点目標

④地方公共団体への展開に関する重点目標

１）情報化施工による施工管理要領、監督・検査要領の整備
２）情報化施工の定量的な評価の実施
３）技術基準類（設計・施工）の整備
４）CIMと連携したﾃﾞｰﾀ共有手法の作成

５）新たな技術や既存の技術を導入し普及する仕組み作り

４）CIMと連携したﾃﾞｰﾀ共有手法の作成（再掲）
６）一般化及び実用化の推進
７）ユーザーが容易に調達できる環境の整備

８）情報発信の強化
９）情報化施工の導入現場の公開や支援の充実

10）研修の継続と内容の充実 7



使用を原則化する技術 使用原則化の対象とする工事

TSによる出来形管理技術

(土工)

10,000ｍ3以上の土工を含む「TSを用い

た出来形管理要領（土工編）」が適用で

きる工事

情報化施工技術の使用原則化について(平成25年3月15日)

一般化する情報化施工技術は、一般化する範囲において特記仕様書に

当該技術を使用しなければならないことを規定する。ただし、受注者

の責によらない場合には、使用しないことを認める。

・使用原則化の対象とする工事の全てで使用を原則化する。ただし、これにより難

い場合、監督職員と協議の上、使用しないことを認める。

・対象としない工事においては、引き続き普及の推進を図り、普及状況等により使

用原則化工事の範囲を拡大する。

・使用原則化を開始してから最大5年をもって、技術の定着状況を踏まえて、見直す

ものとする。
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技術の普及状況から、特に普及促進する技術を以下のとおり改める。

平成25年度から平成24年度まで

目標件数・目標活用率 加点措置

一般化技術 技術の定着の必要性に応じて使用を原則化 なし

一般化推進技術 目標活用率を設定 総合評価・工事成績評定

実用化検討技術 目標件数を設定 総合評価・工事成績評定

確認段階技術 随時実施 工事成績評定

目標件数・目標活用率

一般化技術 H25 H26 H27

①ＴＳによる出来形管理技術（土工）10,000m3以上 使用原則化工事の全てで使用

一般化推進技術 H25 H26 H27

②ＴＳによる出来形管理技術（土工）10,000m3未満 60%

③ＭＣ（モータグレーダ）技術 60%

④ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め管理技術 15% 30% 60%

⑤ＭＣ・ＭＧ（ブルドーザ）技術 15% 30% 60%

⑥ＭＧ（バックホウ）技術 15% 30% 60%

実用化検討技術 H25 H26 H27

⑦ＴＳによる出来形管理技術（舗装工） 5件以上/地整等

確認段階技術 H25 H26 H27

⑧ＭＣ（アスファルトフィニッシャ）技術（３次元ＭＣ） 適した工事があれば実施

⑨ＭＣ（路面切削機）技術 適した工事があれば実施

一般化推進技術

①ＴＳによる出来形管理技術（土工）

②ＭＣ（モータグレーダ）技術

実用化検討技術

③ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め管理技術

④ＭＣ・ＭＧ（ブルドーザ）技術

⑤ＭＧ（バックホウ）技術

確認段階技術

⑥ＴＳによる出来形管理技術（舗装工）

通達「一般化・実用化の推進」の主な変更点
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技術名
活用区分

項目
発注者指定型 施工者希望型

ＴＳ出来形管理技術 共通仮設費 従来の技術管理費 （率分） 従来の技術管理費 （率分）

ＭＣ（モータグレーダ）
技術

直
接
工
事
費

歩 掛 情報化施工による積算 従来施工による積算

機 器 費
情報化施工機器の
レンタル費用計上

計上しない

共通仮設費
情報化施工機器の

初期費用計上
計上しない

ＴＳ・ＧＮＳＳ締固め管
理技術

共通仮設費
従来の技術管理費 （率分）

（二重管理の場合は、従来方法に必
要な費用を計上する。）

従来の技術管理費 （率分）

ＭＣ／ＭＧ（ブルドー
ザ）技術

ＭＧ（バックホウ）技術

直
接
工
事
費

歩 掛
情報化施工による積算

（ＭＧ（ブルドーザ）、ＭＧ（２Ｄ－バッ
クホウ）は、従来施工による積算）

従来施工による積算

機 器 費
情報化施工機器の
レンタル費用計上

計上しない

共通仮設費
情報化施工機器の

初期費用計上
計上しない

情報化施工に必要な費用の計上
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資料７

設計図データ

情報化施工用データ

情報化施工実施施工
管理用

施工用

概念図

H24年度まで 作成者 発注者 受注者

H25年度以降 作成者 発注者 受注者

TS出来形管理 MG/MC(BD,BH)

設計照査に活用
出来形管理に活用

設計照査に活用

施工用
データ
へ変換

■平成２４年度までは、施工管理用データは発注者が作成し受注者に貸与。なお、受
注者が施工管理用データを作成した場合、発注者がその費用を間接費以外に別途
計上。【発注者指定、受注者希望共通】
■平成２５年度通達により、情報化施工用（施工管理用、施工用）データは、受注者に
おいて作成。また、施工実態調査結果により、その費用は間接費に含まれると判断さ
れたため、別途計上しない。

３次元データの作成の考え方
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■ 工事成績評定における評価

「請負工事成績評定要領の運用の一部改正について（国官技第3号 平成25年4月12日付）」に基づき、「情報化施工」を実施
した場合は、以下のとおり加点評価する。

主任技術評価官の評定点 考査項目 ： ５．創意工夫 － 細別 ： Ⅰ．創意工夫

工夫事項 ： 【施工】 情報化施工技術（一般化推進技術、実用化検討技術及び確認段階技術に限る）を活用した工事。
（使用原則化工事を除く） ※本項目は２点の加点とする。

【新技術活用】 新技術の活用においては、・・・・・複数技術の評価を可能とするが、最大３点の加点とする。
（発注者が指定して活用した場合を除く）

■ 総合評価落札方式における評価

施工者希望型工事 においては、情報化施工技術の活用を評価する。このため、発注者指定型工事を除く情報化施工技術

の活用が想定される全ての工事において、情報化施工技術の活用を評価項目※として必ず設定する （但し、使用原則化工

事、確認段階技術、検証段階技術を除く）。 ただし、情報化施工技術の配点がNETISの登録技術の配点を上回らないこと。

「情報化施工技術の一般化・実用化の推進について」 （H25.5.14 国土交通省通達）

【北陸地整における運用】 ※平成25 年5 月15 日以降に契約の手続きを開始する工事を対象

一般化推進技術、実用化検討技術に限り、情報化施工技術を活用する場合（１点加点）
ただし、「新技術に対する取り組み」において評価される情報化施工技術 以外の技術を加点対象とする。
なお、「新技術に対する取り組み」との重複加点はしない。

総合評価落札方式・工事成績評定の加点
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【問い合わせ先】
情報化施工に関するお問い合わせは、下記まで お願いします。

北陸ＩＣＴ戦略推進委員会 事務局
（北陸地方整備局 企画部 施工企画課内）

〒950-8801 新潟市中央区美咲町１－１－１
電話 025-280-8866（直通） FAX 025-280-8809
E-mail : jyouhouka@hrr.mlit.go.jp

・ 情報化施工の概要

・ 情報化施工推進の対応方針

・ 北陸の取組

・ 関係要領

・ 見学会・研修会案内

・ 工事成績への加点

・ 機械・機器調達に関する支援制度

・ 問い合わせ先

・ リンク などを掲載

情報化施工ガイド

http://www.hrr.mlit.go.jp/gijyutu/jyouhouka/index.htm

北陸の情報化施工Ｗｅｂサイト
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情報化施工技術について
－効果とその活用のために－

一般社団法人 日本建設機械施工協会

施工技術総合研究所 藤島 崇

２０１３．１２．６

1

資料－２



情報化施工とは．．．

2情報化施工イメージ（出典：情報化施工推進戦略）



情報化施工は、多種・多様に進化している

3

機能面から大きく２つの分類

機械施工支援技術者判断の支援

• 情報技術を活用して重機の操
作を支援

• 作業の効率化・ミス防止

• 情報技術を活用して、正確
な現場情報を迅速に提供

• 技術者判断に必要な図や表
を自動的に作成し提供

情報化施工は、機械化施工にＩＣＴや制御技術、測量技術を融合した第３
の建設施工革命をもたらすポテンシャルを有している。 （情報化施工推
進戦略より抜粋）

ＭＣ／ＭＧに代表される技術
締固め管理TS出来形管理・締固め管理

精密施工等の施工管理技術

(MC/MG,TS出来形～大規模土工などの統合管理まで)



ＭＣ／ＭＧのイメージ（オペレータや作業の支援に活用した場合）
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ＭＣ／ＭＧの適用事例

建設機械の３次元マシンコントロール、マシンガイダンス

ブルドーザや油圧ショベル等のマシ
ンガイダンス（ＭＧ）技術

モータグレーダやブルドーザ等の
マシンコントロール（ＭＣ）技術
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（MCの機能に関する概念（２Ｄでの模式図）

高さ

高さ

設計高さ

設計高さと計
測高さの差

PC

6



MCを用いたモータグレーダの作業状況（従来との違い）

現行路盤整形作業時の確認作業 情報化施工での路盤整形状況

• 設計ﾃﾞｰﾀと位置情報を利用
して重機のブレードの高さ
と勾配が自動制御を制御

• 丁張りとの高低差をメジャーで計
測、修正指示を路盤上に記載確認、

• オペレータは数字を見て施工
• 上記を繰り返す
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許容値からの逸脱？

許容値からの逸脱？

指定検測位置 検測位置 指定検測位置

許容値の巾

指定検測位置 指定検測位置

許容値の巾
制御データピッチ

従来の仕上り面と許容値の関係

3D-MCによる仕上り面と許容値の関係

☆点から面へ 8

MCを用いた施工の仕上がりイメージ（従来との違い）



従来施工
情報化施
工

効果

路盤敷均し
±10mm以内
の点数

76％ 82％ +６％

作業内容 作業時間

路盤敷均し 約３０%削減

マシンコントロール技術（モータグレーダの例）の導入効果例

導入による
燃料消費量の削減事例

縮減効果

路盤敷均し 約40%削減

精度の向上事例
（施工後の2.5mメッシュ計測）

３次元重機制御モータグレーダによる施工従来施工（丁張り・施工・検測）施工
7m

50m

横断勾配：２％ 縦断勾配０～２%

9
出展：地盤工学会「建設工事における環境保全技術」



マシンコントロール技術（ブルドーザの例）の導入効果例

丁張 施工 測量

施工

4.5H

(11.5人工)

11.5H 2.5H

(5人工)

18.5H

8H 1H

A

B 9H

(2人工)

重機の稼働時間削減（30%）

→燃料消費の削減

試験施工条件；

土砂敷き均し （仕上厚さ３０ｃｍ）５０ｍ

１００ｍ

GPS施工 従来工法

１００ｍ

従来工法は１０ｍ間隔で丁張り設置

情報化区間は丁張りレス施工

出展：図およびグラフは地盤工学会「建設工事における環境保全技術」
10



ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ（TS）を用いた出来形管理技術

11



TS出来形管理の仕組み

設計図面に含まれる基本設計情報

X

Y

Z

世界測地系

平面線形データ
縦断線形データ
横断データ

取得点座標データ

→出来形へ

現場で取得される出来形データ

ＢＰ（x,y）

ＥＰ（x,y）

設計値と比較

該当する断面を算出

ＮＯ.１＋19.889

基準高（従来同様）

法長（従来同様）

位置ずれ（付加価値）

12



情報化施工を上手く活用する

• ポイントその１
3Dデータの作成

• ポイントその２
設計図と施工図は違う

（施工に必要な施工図は施工者にしか作れない）

• ポイントその２
利活用場面を増やす

13



ポイント１ ①3Dデータの作成（基本形）

Ｚ

Ｘ

Ｙ

ＢＰ

ＥＰ

横断図（横断要素）
横断構成

（幅員、横断勾配、等）

1 2 . 0 0 0 ｍ

1
5
0

1
5
0

0 . 0 %

F H

6 . 0 0 0 ｍ 6 . 0 0 0 ｍ

14



ポイント１ 不明な部分は事前に解消しておく（現場対応）

• 必要な情報の不明瞭な記載
（特に横断形状が多い）
（例1）暫定的な条件での発注の場合、施工数量が契約条件で図面は

参考扱いになっている場合もある

（例2）必要な寸法・高さが図面上に明記なし（手計算、描画の読み取
り）

（沈下が想定される現場では、出来形ではなく出来高で管理して
いる場合もある）

（例3）形状の変化点と横断図記載位置が一致していない（不足してい
る）

（例２）土工基面の形状や高さや幅員の数値の記載がな
い

発注図には土工の仕上がりの形
状の記載がない場合がある。

横断図の記載箇所

平面図の変化点は考
慮されていない

平面図と横断図（標
準）を組合せて、変化
点の座標を算出
（2weekの作業）

法面の向きをコント
ロールするランプの
線形データが不足し
ている

（例3）平面図上の変化点と横断図
で記載されている変化点が一致
していない（横断図だけでは、目
的構造物を再現できない）。

CL

FH 15.100

舗装も含めた最終仕上がり面

土工の仕上がり面

2.00%

11.500

1:1.5 1:1.5

施工上はこの部分の
基準高、幅員が知りたい

（例1）暫定形状の場合は、仕上がり形状の記載
が不明瞭（参考）な場合もある。

○○年度工事

○○年度工事

最終完成形

明確な寸法の
記載がない



ポイント１ 施工指示と施工管理を一致させる（現場対応）

• 中心線形（法線、道路線形）情報の欠落
（例1）【河川土工】堤防の改築では測量法線（現築堤）と築堤する堤防法線（施工後）が異なる

（例2）【道路土工、舗装工】暫定供用等の場合で横断図のCLと中心線形がオフセットされている

設計図の横断方向

施工で必要な横断図方向（起工測量後に作成）

設計時の法線（改築前の堤防法線）

改築後の予定法線
（施工で使う法線）

（例1）河川土工では堤防法線が設計と施工で異なる （例2）道路中心線形と横断図の中心位置の関係が不明

CL

FH 14.800

土工の仕上がり面

2.00%

11.500

1:1.5 1:1.5

ＮＯ．２１横断図

基準からのオフセットが不明

平面線形や縦断図

がどちらの位置か分か
らない

改築後の法線に沿った横断図は作成されないこともある。 設計成果には存在するが、発注図から抜け落ちて
いることもある。



ポイント２ 施工図（段階毎の計画）立案（現場ノウハウ）

CL

ＩＣＴブルドーザの場合

1層目

Ｎ層目

排水勾配

余盛り高
余盛り幅

設計形状

現況地形

層厚:撒出し厚
(仕上がり標高)

盛土の仕上がり面データ（層別）

CL

設計形状

現況地形

地山交点の変化への対応地山交点の変
化への対応

法面整形後の仕上がり面データ

ＩＣＴグレーダ、フィニッシャの場合

CL

設計形状

構造物へのすりつけ

路盤、基層・表層の仕上がり面データ

ＩＣＴバックホウの場合

完成イメージ

段階毎の完成形

現場合わせの位置
（面ﾃﾞｰﾀ(TIN)の頂
点）を測量にて補足

現場とのすりつけのチェックと
データの補完

NO.1

NO.1+5

NO.1+10

NO.1+15

NO.2

施工段階・施工者が作成する施工図

１段階目
２段階目

３段階目



ポイント３ 利用場面を増やす（現場ノウハウ）

モニタ画面（平面） モニタ画面（横断）

設計高 35.554 差＋0.015m

①マシンガイダンスを用い、法丁張りの代わりに、法面の切り
出し位置と法面勾配の見本となる程度の法面を作成

②MGを搭載しない一般型のバッ
クホウで施工（法面）を実施

③小段部の高さ指示
④次段階の法面勾配の見本となる程度の法面を作成

－活用のポイント－

• マシンガイダンスの稼働率を向上させる

• マシンガイダンスの必要な作業に集中
（全ての作業にマシンガイダンスが必要ではない）

• 設計図はマシンガイダンスに搭載済み。マシンガイ
ダンスで仕上がりもチェックできる。

法面の切り出し位置と法面勾配の見
本となる程度の法面をつくる。

高度な機械
＝

高度な作業に活用

ＭＧ

ＭＧ

従来方法

No.2

No.2

法面の切り出し位置と法面勾
配の見本となる程度の小さな
法面を作成

－コンセプト－

18

MGバックホウと一般型バックホウを組合せた作業例



掘削作業

ポイント３ 一般型バックホウとの組合せ例（現場ノウハウ）

（切出し位置）
丁張りを設置
（@10m,@20m）

（測量して設置する）

従来の作業 ＭＧバックホウと一般型バックホウを
組合せた作業例

• 丁張りを設置（測量して設置する）を繰り返す

掘削作業
（補助員による指示）

（小段高さ）
丁張りを設置
（@10m,@20m）

（測量して設置する）

(２段目切出し位置)
丁張りを設置
（@10m,@20m）

（測量して設置する）

ＭＧバックホウは、法丁張り
の代わりに、法面の切り出し
位置と法面勾配の見本となる
程度の法面を作成（全面）

ＭＧバックホウは小段部の掘
削整形と２段目の法面勾配の
見本を作成（全面）

手間のかかる丁張り作業をＭＧで実施（ＭＧ
の能力を最大限に活かせる場面を増やす）。

精緻な作業が必要なＭＧバックホウと、一般
型バックホウによる並行作業の導入により効
率的な作業進捗の確保が可能！

一般型バックホウは、
法面勾配の見本に
習って作業

一般型バックホウは、
法面勾配の見本に
習って作業

19



ポイント３ データ次第で用途は多彩（現場ノウハウ）

曲線部の法面
路床掘削

床掘り（BOXカルバート，排水溝）
素堀り側溝（BOXカルバート，排水溝）

様々なアタッチメントでも利用できる

小規模作業では、人と接近した作業
（仕上がり確認）も多い

20



ポイント３ マシンガイダンスが無くても工夫（現場ノウハウ）

モニタ画面（平面） モニタ画面（横断）

設計高 35.554 差＋0.015m

• 設計データと計測値の比較はコンピュー
タが実施

• あとは目印となる物を設置（簡単に測量
ができるので、復旧が容易＝簡易な丁張
りでも可）

• １０ｍ or ２０ｍ間隔で丁張りを設置
（丁張り計算や測量の準備に手間を要する。＝復旧には手間を要す
るので、簡単に壊れない丁張り）

• 切出し位置は補助作業員が前後の丁張りから見通しで指示
（あるいは水糸などで指示する場合もある）

従来の作業

ローバを使った作業

21



忘れてはいけない：情報化施工は道具・使うのは技術者

• 情報化施工技術は勝手に動かない。人が使う道具である。
• 情報化施工を導入＝品質向上や効率向上ではない。
• 情報化施工技術を動かすには準備（人間の指示データ）が
必要。

• 情報化施工で機械の能力は変わらない。情報化施工で人
間の能力が向上する。

• 人間の判断力向上、迅速化により、結果として、品質向上、
効率向上が実現する。

• 道具を使いこなす技術力がなければ恩恵は受けられない。
• 難しい道具では無い。機能や仕組みを理解できれば、使い
方は工夫で広がる。

終わり
22



資料－３



１



工事名 ：揚川改良 津川地区舗装工事
工事場所：新潟県東蒲原郡阿賀町津川～西地先
対象工種：上・下層路盤工 A=18,000㎡(3D-MC)

路床盛土（盛土、締固め）
施工延長：L=1,820ｍ
工 期： 自 平成２４年３月２２日

至 平成２５年３月２９日

〔平成２５年３月３０日 全線開通〕
２



• 第３種第２級完成２車線、舗装計画交通量 Ｎ5

３



【西高架橋】【新津川トンネル】

［縦断勾配４．０％ 直線］ ［縦断勾配２．５％ 曲線］
４



• 山林を切り開いた林間道路

• 谷を埋め立てた(盛土高約8m)区間

５



• 林間部で、ＧＮＳＳが受信可能か？

⇒ 受信状況、ＧＮＳＳ個数を確認
（受信状況は良好。時間帯で捕獲できる個数の減少を確認）

⇒ 路盤敷均しは、ＴＳによる情報化施工を採用

• 工法規定で施工できる路体か？

⇒ 路体の締固まり状況を確認
（不良箇所なし。ＧＮＳＳの個数が減少しても測位には支障

ないことを確認）

⇒ 盛土・締固め管理を情報化施工で実施

６



ＴＳによる３Ｄ-ＭＣ 締固め回数管理：
ネットワーク型
ＲＴＫ-ＧＮＳＳ（ＶＲＳ）

【３Ｄ-ＭＣのブルドーザによる路床盛土】
• 町道が急な縦断勾配の本線に取り付く拡幅交差点部
• 片勾配の本線に町道の巻込み勾配が重なる
• 敷均しから転圧まで急な降雨に対し、含水比の上昇が懸念

以上より、複雑な勾配形状でも一律な盛土が可能で、施工速度
が速い情報化施工を採用

【ＲＴＫ-ＧＮＳＳによる締固め回数管理】
• 深い谷を埋め立てた区間で、供用後の不同沈下が懸念
• 一層ごと均一に締め固めた路床構築が重要

以上より、モニター表示で客観的に転圧履歴が確認できる情報
化施工を採用

７



ＴＳによる
３Ｄ-マシンコントロール

【３Ｄ-ＭＣのモーターグレーダーによる路盤敷均し】

• 急な縦断勾配（４％）では、丁張り設置位置がズレルと基
準高の誤差が懸念される。
（０．１ｍ×４％＝０．００４ｍ ＝４㎜）

• 車線拡幅や直線から曲線部へのすり付け部の勾配変化
が大きい

• 大きな縦断緩和曲線（ＶＣＬ＝２８０ｍ，ｙ＝－２．２６ｍ）区
間があり、測点以外でも高い施工精度が重要

以上より、任意断面でも自動制御で正確に施工できる情報
化施工を採用

８



留意点
• 施工用と管理用のデータ形式が異なり、互換性がない。（別途作業）
• データ入力が完了すると３次元形状を表示するので、異常点（入力ミス）

がないか必ず確認すること。（施工の基礎データ）

情報化施工用データを作成
（LandXML形式）

発注者から設計図面が提示

機械コントロールボックスに取
込む

ＴＳ出来形管理用データを作成
（ＸＭＬ形式）

ＴＳのデータレコーダに取込む

※３次元設計
データなし

（変換・作成、基準点確認、水準点確認、施工用基準点設置）
• 概算費用 ： ５００，０００円
• 作業日数 ： 約２週間（基準点確認、設置を含む）

９



１０



• 調達方法 ３D-MC モーターグレーダー（３．７ｍ）： リース （株）アクティオ
３D-MC ブルドーザー（７ｔ） ： リース （株）アクティオ
TSシステム ： リース ニコン・トリンブル
RTK-GNSS タイヤローラ ： 自社
RTK-GNSS(VRS) ： リース ジオサーブ
管理ソフト ： 既存 デキスパート

• 概算費用 ３D-MC モーターグレーダー ： １，２５０，０００円／月
（ 情報化施工機器、本体損料、機器取付 ）

３D-MC ブルドーザー ： ６００，０００円／６日
（ 情報化施工機器、本体損料、機器取付 ）

RTK-GNSS ： ２８０，０００円／６日
（ 基準局、移動局、取付撤去 ）

タイヤローラ損料 ： ６０，０００円／６日

• 使用期間 ３D-MC モーターグレーダー ： １箇月間
３D-MC ブルドーザー ： ６日間
タイヤローラ ： ６日間

※１

１１



１２



１３



１４



１５



１６



１７



施工中は、あまりモニ
ターを注視しない。
施工中は、あまりモニ
ターを注視しない。

１８



１９



２０



測定数（抽出）N=４５点 平均= －０．００３ｍ
２１



左車線
０．８０ｍｍ

右車線
０．６２ｍｍ

２２



２３



２４



３Ｄ－ＭＣ（ブルドーザー）
• ブレードに適切な盛土材を保持できれば、均一な巻だし厚さを確保できた。

• 最初のキャリブレーションで余盛りを確認後は、丁張り検測の手間を省け、材料の供給
が間に合わない程に施工速度が向上した。

《オペレータの感想》
高さが不明確な巻込み曲線部でも容易かつ一律に盛土ができた。
排土板操作が自動制御であり、従来に比べ、走行に集中できるので疲労が軽減された。

◆締固め回数管理（タイヤローラ）

• モニターの着色により、客観的に転圧履行場所が把握でき、「踏み忘れ」「過転圧」が把
握でき、均一な締固め度を確保できた。

• 従来後作業になる、丁張り部分も同時に締固めができた。

《オペレータの感想》
現場が広かったので、視覚（モニター表示の色分け）で転圧状況が確認できて良かった。

走行の履歴が記録にも残るので、失念の作業ミスは防げるが、常に監視されているよう
で緊張した。

２５



◆舗装の平坦性が向上
・ 縦断勾配差の変化が大きい道路では、平坦性（値）は低いとされるが、

左車線 ０．８０mm 、右車線 ０．６２mmを確保できた。
《オペレータの感想》
• 精度と品質の高い路盤は、必然的に舗装の施工精度も向上した。
• Ａｓ混合物敷均しにおいて、（路盤の精度がいいので）安定したアジャスト操作ができた。

３Ｄ－ＭＣ（モーターグレーダー）
• 施工精度（基準高）の高い路盤を確保できた。
• 日当たり施工量が増大した （１，１１０㎡ ⇒ １，２８０㎡、１．１５倍／設計×１．５倍 ）

• 従来、直線的に結ばれる傾向が強かった縦断緩和曲線区間の丁張り間において、情報
化施工では任意の断面でも制御が効くため、曲線で仕上げられた。

《オペレータの感想》

ブレード操作が自動制御できるので、材料の分配や分離状況の改善まで配慮でき、作
業の質が向上した。
※ブレードの回転とスライドシフトは手動
精度の高さに感心した。色々と試したいので機会を増やしてほしい。

《作業員の感想》
丁張り検測の回数が減り、楽になった。
※敷均しの余盛りは変化があり、毎日の施工初めと、施工中頃、仕上げ時は検測。
Ｍ．グレーダーが仕上げ時間を多く割り当てられるよう、材料の荷卸し方に注意した。

２６



⇒ 従来に比べ、丁張りの設置数は削減できた。
施工初期では、設計データ通りに施工できているか必ず検測は行う。
横断勾配変化点では、丁張りで完成形をイメージし、材料荷卸し量を調整する。

⇒ オペレータの技量と相乗させることにより、施工精度や効率が向上する技術である。

敷均しの仕上げだけであれば、自動制御で熟練度に左右されない。しかし、施工中の
材料分配や敷均し面の材料の分離改善などは、相応の技量や判断力が必要。

⇒ 舗装工では、作業員数を減らせることは難しい

検測作業の作業員は削減できる。 しかし、舗装作業員は兼務が多く、検測作業が
減った分、人力作業等の別作業の従事時間が増す。

◆オペレーターの熟練度に左右されないのか？

◆ほんとうに、丁張りレス（必要ないのか）？

◆作業員数は、削減できるか？
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⇒ 周辺への注意力が散漫になる。

締固め回数管理では、踏み忘れがないようにするため、オペレーターはモニターを注視
（前・後方不注意運転となり）、周辺作業員との接触が懸念された。
（確認音等モニターの改善、周辺支障物への接近センサー等のハード面と、

情報化施工に合わせた安全教育・訓練のソフト面の対策が必要）

⇒ 一定の安全性は向上。

建設機械の前後を横断し、検測する際の危険性は減少する。しかし、日当たり作業の
増大に比例し、最適含水比を確保するための散水、転圧等の施工速度が増大等、新た
なリスクも確認されていることから、油断は禁物

◆安全性は、向上するのか？
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557.4

0.240                                      2,976.0   

41,275.0

0.090                                       3,933.9

3,194.1

3,171.6

1,189.4

0                                                0

55,740.0 （標準施工）
（情報化施工）

工数は１／３

日当り作業量は１．５倍
０．０９×１００／１．５

＝０．０６
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【未達の原因】

モーターグレーダーのオペレーターが、路盤材の荷卸し誘導をしており、仕上げ作業に
集中できなかった。

現場職員をはじめ、スタッフの多くが情報化施工に不慣れであり、作業の流れや、施工
速度の向上に沿った指示や行動が遅れた。

⇒ 直接工事費はやや（－）、書類等管理費が削減（＋）、職員の負担減（＋）
総合的な向上効果を確認

【工夫・改善点】
施工前の情報化施工に対する教育・訓練を実施
路盤材の荷卸し方： カラーコーンによる荷卸し量に見合う面積・延長の明示etc.

厚さを均一にした荷卸し方で 粗均し作業を軽減etc.
路盤材の粗均しと仕上げの作業分担の明確化
最適含水比確保のための散水車配置など、機械編成の検討

（本事例では、平均１．１５倍の増大）◆日当たり作業量は、増大（１．５倍）するのか？

◆積算単価の整合性
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【結果・感想】
初体験で手探り状態で挑戦してみたが、高い出来形・品質が確保できた。
施工精度は高く、操作性も良い技術である。特にオペレーターから好評であった。
日当たり作業量が増大。施工の工夫次第で、更なる増大が見込める。
機械や機器は改良が進み、リースでも十分対応が可能である。

未だに、機械や機器の市場価格が高く、機材数量も限られている。
施工者側は、取り組みが遅れ気味である。

【展 望】
情報化施工の発注件数が増えることで、経験を重ねたい［経験から工夫の余地あり］

ノンプリズム、自動制御技術を活用し、危険度が高い供用中の道路補修（切削オーバー
レイ）等の夜間工事にも活用したい。［技術の応用］

汎用技術となれば、機械や機器類の価格も抑えられため、民間の駐車場など、中・小規
模工事、民間工事にも活用したい。［技術の汎用］
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【工事概要】

工事名 ：熊森右岸築堤工事

工事場所：新潟県燕市熊森地先

工 期 ：自）平成24年12月13日

至）平成25年12月20日

発注者 ：国土交通省 北陸地方整備局

信濃川下流河川事務所

工事目的：信濃川右岸の堤防未整備区間のうちの延長300mを

計画高水位（H.W.L.）まで築堤盛土を行う。
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施工位置

大河津分水路

信濃川

刈谷田川

信濃川

洗堰

凡例

国管理河川

県管理河川

【施工位置図】

堤防未整備区間
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河川土工 掘削工 1,700 m3

盛土工（堤防本体・衣土含む）19,800 m3

盛土工（盤上げ盛土） 8,600 m3

盛土工（堤脚部） 1,100 m3

法面整形 3,400 m2

法面整形（粘性土） 5,090 m2

法覆護岸工 植生工（種子吹付） 4,880 m2

堤脚水路工 側溝工 289 m

用・排水工 1 式

構造物撤去工 1 式

仮設工 1 式

MC敷均し
GNSS締固め
TS出来形

【主な工事内容】
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【平面図】

終点 No.15

起点 B.P

既設堤防

４



川表側 川裏側

▽H.W.L 13.477

【標準断面図】
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GNSSによる締固め管理

•盛土の品質管理を締固め度に替えて転圧回数で管理
する技術

マシンコントロール（MC）
•盛土の巻出し厚が均一になるようにブレード高さ・
傾きを自動制御する技術

TSによる出来形管理

•基本設計データを搭載したTSで出来形計測を行い、
差分を算出し、出来形帳票を自動作成する技術

６



GNSSによる締固め管理

•盛土の品質管理を締固め度に替えて転圧回数で管理
する技術

情報化施工機械（機器）の調達

・調達方法 ４ｔコンバインドローラ ：レンタル６ヶ月間
情報化施工関連機器 ：レンタル６ヶ月間
基地局（ブルMC共用） ：レンタル６ヶ月間

・費用 ４ｔコンバインドローラ ：120,000円/月
情報化施工関連機器 ：750,000円/月
基地局（ブルMC共用） ：600,000円/月
取付撤去費 ：600,000円
データ作成支援 ：240,000円
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GNSSによる締固め管理

•盛土の品質管理を締固め度に替えて転圧回数で管理
する技術

RK470

RK472

A-1

A-2

B-1

B-2
B-3

B-4

RK468

B-5

GNSS基地局
（固定局）

GNSS受信機
（移動局）

4tｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾛｰﾗ
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GNSSによる締固め管理

•盛土の品質管理を締固め度に替えて転圧回数で管理
する技術

RK470

RK472

A-1

A-2

B-1

B-2
B-3

B-4

RK468

B-5

GNSS基地局
（固定局） 【GNSS基地局の役割】

GNSS受信機
（移動局）

重機の正確な位置「XYZ」が分かる
（高精度の品質管理が可能に）

重機位置補正データを算出し
無線機で重機側PCへ送信

4tｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾛｰﾗ
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GNSSによる締固め管理

•盛土の品質管理を締固め度に替えて転圧回数で管理
する技術

RK470

RK472

A-1

A-2

B-1

B-2
B-3

B-4

RK468

B-5

GNSS基地局
（固定局）

GNSS受信機
（移動局）

4tｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾛｰﾗ

ﾛｰﾗｰ

平面図
車載ﾓﾆﾀｰ
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GNSSによる締固め管理

•盛土の品質管理を締固め度に替えて転圧回数で管理
する技術

RK470

RK472

A-1

A-2

B-1

B-2
B-3

B-4

RK468

B-5

GNSS基地局
（固定局）

GNSS受信機
（移動局）

ﾛｰﾗｰ

平面図
車載ﾓﾆﾀｰ

4tｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾛｰﾗ【車載モニターの主な機能】

・日常管理帳票（締固め回数分布図・
走行軌跡図）を作成

・ローラーが管理ブロック上を通過し
た回数や軌跡を記録

・ローラーの現在位置をGNSSの位置情
報を利用してリアルタイムで表示

・締固め範囲を管理ブロックに分割

１１










































